
様式１

№ 10050010

4 会 計 区 分 6 下水道事業会計
17
2

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 10 建設水道課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ　事業区分 1 ハード事業
関係例規・法令名
関 係 個 別 計 画 名

572 平成　２５　年度 平成　２６　年度 平成　２８　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

雄武浄化センター機器分解整備～５０基 雄武浄化センター機器分解整備 雄武浄化センター機器分解整備 雄武浄化センター機器分解整備
・№3返送汚泥ポンプ ・汚水MP汚水ポンプ～２台 ・２系曝気装置～２台
・№2余剰汚泥ポンプ ・MP非常通報装置バッテリー交換～３箇所 ・オコツナイ川MP汚水ポンプ～２台
・宮下MP汚水ポンプ～２台 ・ケーキホッパ重量計 ・ポンオコツナイ川MP汚水ポンプ～２台

・浄化センターUPSバッテリー ・計装設備点検 ・ポンオコツナイ川第２MP汚水ポンプ～２台

・MP非常通報装置バッテリー交換～４箇所 ・浄化センター電話機主装置 ・自家発電設備
・№２終沈パイプスキマー
・場内外灯～４灯

45,800 6,000 6,000 11,250
0
0
0

45,800 6,000 6,000 11,250
0

11,873 5,933 5,940 0
0
0
0

11,873 5,933 5,940
0

（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）
雄武浄化センター機器分解整備 雄武浄化センター機器分解整備
・№3返送汚泥ポンプ ・汚水MP汚水ポンプ～２台
・№2余剰汚泥ポンプ ・MP非常通報装置バッテリー交換～３箇所

【評　価　・　実　績】 ・宮下MP汚水ポンプ～２台 ・ケーキホッパ重量計
・浄化センターUPSバッテリー ・計装設備点検
・MP非常通報装置バッテリー交換～３箇所

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果
Ａ－継続－現状維持 Ａ－継続－現状維持

年 度 目 標 値 ９基 ８基 １４基
年 度 達 成 率 99% 99% 0%
全 体 達 成 率 13% 26% 26%
事業進捗状況 ☆☆☆☆ ☆☆☆☆

282

地　 方 　債
そ 　の 　他 8,800 13,750
一 般 財 源

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 8,800

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

◎その他
　・一般会計繰入金

（実施内容等）

0

・中央監視装置点検

雄武浄化センター機器分解整備
・２系曝気装置～２台
・汚泥脱水機点検

・MP非常通報装置バッテリー交換～２箇所

平成　２７　年度
事  業  内  容

Ｂ

【全体計画内容】　※後期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

　雄武浄化センター機器分解整備：１６５基～継続事業

0

平成　２９　年度
事　業　内　容

・№１余剰汚泥ポンプ
・汚水MP汚水ポンプ～２台
・汚水MP水位計

・№２返送汚泥ポンプ

事　　業　　費　（千円）

（実施内容等）

・一号幹線MP水位計
・宮の森MP汚水ポンプ～２台

13,750

地　 方 　債
道 支 出 金

そ 　の 　他

財
源
内
訳

国庫支出金

　特定財源の名称

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

事業目標
分解整備機器

無

５０基
住民参加
住民協働

全　　　体　　　計　　　画

基本施策
単位施策

関
連
事
項

実
績
事
業
費

事業期間
事業主体

事 業 名

（継続有り）

事業指標

政策目標

前期計画からの継続

関 係 課

上・下水道の整備
下水道の普及促進

　　　　　　　　 　　第 ５ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　後 期 実 施 計 画 書

雄武浄化センター機器分解整備事業

うるおい・雄武～生活環境・生活基盤の充実～

雄武町

・一号幹線MP汚水ポンプ～２台

雄武浄化センター機器分解整備
・スカムポンプ
・№１返送汚泥ポンプ

平成25年度～平成29年度

事　　　業　　　内　　　容

事 業 優 先 度

一 般 財 源

第６期計画への継続

１２基
0%

※事務事業評価結果

0%

※事務事業評価結果

（継続有り）

・オコツナイ川MP羽根車～１箇所

26%

７基

26%



様式１

№ 10050020

4 会 計 区 分 6 下水道事業会計
17
2

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 10 建設水道課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ　事業区分 1 ハード事業
関係例規・法令名
関 係 個 別 計 画 名

572 平成　２５　年度 平成　２６　年度 平成　２８　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

◆管　渠 ◆管　渠 ◆管　渠

　・魚田地区（スターレスト付近） 　・魚田地区（スターレスト付近） 　・開生地区（佐野宅）

　　L=120m　実測調査設計 　　L=120m　管渠工事 　　L=60m　管渠工事

◆処理場 　・幸町地区（町道梅小路） 　・管渠長寿命化計画策定

　・処理場機器改築更新実施設計 　　L=60m　実測調査設計 　　（TVカメラ調査・MH蓋調査）

　・処理場機器改築更新単価策定 ◆処理場 ◆処理場

◆舗装補修工事 　・処理場機器改築更新工事 　・処理場機器改築更新工事

　・処理場機器改築更新工事監理 　・処理場機器改築更新工事監理

　・処理場機器改築更新実施設計 　・処理場機器改築更新実施設計

　・処理場機器改築更新単価策定 　・処理場機器改築更新単価策定

◆舗装補修工事 ◆舗装補修工事

◆公共桝設置工事

◆公共桝設置工事

437,300 14,500 85,500 193,000
220,800 6,500 43,500 100,500

0
186,200 6,500 39,500 81,500
15,000 700 1,200 5,500
15,300 800 1,300 5,500
95,221 12,842 82,379 0
46,263 5,822 40,441

0
46,100 5,800 40,300
1,429 610 819
1,429 610 819

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等） （実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）
◎国庫支出金 ◆管　渠　　・魚田地区（スターレスト付近） ◆管　渠　　・魚田地区（スターレスト付近）

・社会資本整備総合交付金 　　L=123m　実測調査設計 L=122.82m 管渠工事　・幸町地区（町道

　5/10，　5.5/10 ◆処理場 梅小路）L=60m 実測調査設計

◎地方債 【評　価　・　実　績】 　・処理場機器改築更新実施設計 ◆処理場　・処理場機器改築更新工事、

・下水道事業債　100％ 　・処理場機器改築更新単価策定 工事監理、実施設計、単価策定

・過疎債　100％ ◆舗装補修工事 ◆舗装補修工事

◎その他 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果
Ａ－継続／現状維持 Ａ－継続／現状維持

前期計画からの継続 年 度 目 標 値 120m・1件 180ｍ・2件 200m・2件 60ｍ・2件 100ｍ・2件
（継続有り） 年 度 達 成 率 89% 96% 0%
第６期計画への継続 全 体 達 成 率 3% 22% 22%
（継続有り） 事業進捗状況 ☆☆☆☆ ☆☆☆☆

283

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果
・一般会計繰入金

そ 　の 　他
一 般 財 源

22% 22%
0% 0%

道 支 出 金
地　 方 　債

一 般 財 源 2,900 4,800

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

地　 方 　債 25,100 33,600
そ 　の 　他 2,900 4,700

国庫支出金 27,400 42,900
道 支 出 金

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 58,300 86,000

財
源
内
訳

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

　・可搬型発電機導入

◆舗装補修工事 ◆舗装補修工事

　・処理場機器改築更新実施設計

　・処理場機器改築更新工事

　・雄武公共下水道事業変更認可 　・処理場機器改築更新工事監理

◆処理場 　・処理場機器改築更新単価策定

　・処理場機器改築更新工事 　・処理場機器長寿命化計画策定

　　L=60m　実測調査

　・末広町1区（クラフトパーク） 　・管渠長寿命化計画策定

　　L=100m　実測調査設計 　　（台帳整備）

　・開生地区（佐野宅） ◆処理場

◆管　渠 ◆管　渠

　・幸町地区（町道梅小路） 　・末広町1区（クラフトパーク）

　　L=40m　管渠工事 　　L=100m　管渠工事

全　　　体　　　計　　　画 平成　２７　年度 平成　２９　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

　・幸町地区（町道梅小路）：L=160m　管渠工事・実測調査設計

事業目標 660m　・　9件
住民参加

無
住民協働

事業期間 平成25年度～平成29年度
事業主体 雄武町

関 係 課
事業指標 管渠延長　・　施設更新件数

平成32年度迄　A=221ha　全体事業費C=13,306,000千円
単位施策 下水道の普及促進

事 業 名 雄武公共下水道事業

　　　　　　　　 　　第 ５ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　後 期 実 施 計 画 書

政策目標 うるおい・雄武～生活環境・生活基盤の充実～ 【全体計画内容】　※後期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

◆管　渠

　・魚田地区（スターレスト付近）：L＝120m　管渠工事・実測調査設計

基本施策 上・下水道の整備
事 業 優 先 度 Ａ

　・処理場長寿命化計画策定（詳細調査）

◆舗装補修工事

　・末広町１区地区（クラフトパーク）：L=90m　管渠工事・実測調査設計

　・開生地区（佐野宅）：L=60m　管渠工事・実測調査設計

　・管渠長寿命化計画策定（TVカメラ調査・MH蓋調査・台帳整備）

　・雄武公共下水道事業変更認可

◆処理場

　・処理場機器改築更新工事



様式１

№ 10050030

4 会 計 区 分 6 下水道事業会計
17
2

政 策 事 務 分 類 3 単独自治事務（その他）
見 直 し 年 度
担 当 課 10 建設水道課

#N/A
#N/A

ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ　事業区分 1 ハード事業
関係例規・法令名
関 係 個 別 計 画 名

572 平成　２５　年度 平成　２６　年度 平成　２８　年度
事  業  内  容 事  業  内  容 事  業  内  容

雄武公共下水道コンポスト施設機器分解整備～１４基 コンポスト施設機器分解整備 コンポスト施設機器分解整備 コンポスト施設機器分解整備
・攪拌機走行レール補修 ・攪拌機 ・送気ブロア２台
・送気ブロア２台 ・送気ブロア２台 ・保守点検

・保守点検

8,350 2,500 2,460 980
0
0
0
0

8,350 2,500 2,460 980
4,898 2,468 2,430 0

0
0
0
0

4,898 2,468 2,430
（実施内容等） （実施内容等） （実施内容等）
コンポスト施設機器分解整備 コンポスト施設機器分解整備
・攪拌機走行レール補修 ・攪拌機
・送気ブロア２台 ・２次発酵棟屋根

【評　価　・　実　績】 ・送気ブロア１台
・保守点検

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果
Ａ－継続／現状維持 Ａ－継続／現状維持

年 度 目 標 値 ３基 ３基 ２基
年 度 達 成 率 99% 99% 0%
全 体 達 成 率 30% 59% 59%
事業進捗状況 ☆☆☆☆ ☆☆☆☆

284

第６期計画への継続 59% 59%
（継続有り）

関
連
事
項

前期計画からの継続 ４基 ２基
（継続無し） 0% 0%

※事務事業評価結果 ※事務事業評価結果

　特定財源の名称 （実施内容等） （実施内容等）

そ 　の 　他
一 般 財 源

道 支 出 金
地　 方 　債

一 般 財 源 1,430 980

実
績
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 0 0

財
源
内
訳

国庫支出金

地　 方 　債
そ 　の 　他

計
画
事
業
費

事　　業　　費　（千円） 1,430 980

財
源
内
訳

国庫支出金
道 支 出 金

・送気ブロア２台
・保守点検

計
　
　
画
　
　
内
　
　
容

コンポスト施設機器分解整備 コンポスト施設機器分解整備
・動力変圧器盤 ・送気ブロア２台
・低圧動力盤 ・保守点検

全　　　体　　　計　　　画 平成　２７　年度 平成　２９　年度
事　　　業　　　内　　　容 事  業  内  容 事　業　内　容

事業目標 １４基
住民参加

無
住民協働

事業期間 平成25年度～平成29年度
事業主体 雄武町

関 係 課
事業指標 分解整備機器

下水道の普及促進

事 業 名 雄武公共下水道コンポスト施設機器分解整備事業

　　　　　　　　 　　第 ５ 期   雄 武 町 総 合 計 画    　後 期 実 施 計 画 書

政策目標 うるおい・雄武～生活環境・生活基盤の充実～ 【全体計画内容】　※後期実施計画期間外の計画期間を有する場合のみ記載

基本施策 上・下水道の整備
事 業 優 先 度 Ｂ

雄武公共下水道コンポスト施設機器分解整備：３２基～継続事業
単位施策


